
現代演劇・舞踊助成̶国際プロジェクト支援（ ・ジャパンフェスト日本委員会との共同支援事業）

国際交流の推進に中心的な役割を果たし
ているカンパニーが主催する 年以上の国
際プロジェクトに対して最長 年にわたって
助成および希望者には森下スタジオの使用
優先権が付与される。今年度は、新規が 件、
昨年度からの継続が 件採択された。
新 規 の 採 択となった の は、

による「第
回日米振付家交換レジデンシープロジェク
ト」とパパ・タラフマラによる、「パフォーミング・
アーツ・リンクス 『ガリバー＆スウィ
フト』」である。
「第 回日米振付家交換レジデンシープロ
ジェクト」は、日米それぞれの国から 名のダ
ンサーが参加し、各々の国でスタジオワーク、
一般へのワークショップ、公開リハーサル、ショ
ーイング、地元のダンス関係者とのディスカッ
ションなどを通してそれぞれの文化、ダンスに
ついて理解を深める機会を提供するプログラ
ムで、 回目を迎える。アメリカからカイル・エ
イブラハム（ニューヨーク）、エイミー・オニール（シ
アトル）、日本からは鈴木ユキオ（東京）、きたま
り（京都）が参加した。今年度は日本プログラ
ムとして京都と沖縄で開催され、来年度にア
メリカのボストンとニューヨークで開催される。
日本では、メンバーが初めて出会う機会とな
るため、互いのことや地域のことを知ることに
重点が置かれたプログラムが準備された。京
都では、互いのダンスの方法を紹介するワー
クショップ、京都の伝統の体験、地域のコミュ
ニティに向けてのショーイングやディスカッショ
ンを実施、沖縄でも、琉球舞踊や武術のワー
クショップが行なわれた。沖縄では、平和記
念資料館なども訪れ、過去の歴史について知
る機会も提供された。共にさまざまな経験を
重ね、次年度のアメリカでの滞在で、どのよう
な展開になるのか報告を待ちたい。
「パフォーミング・アーツ・リンクス

『ガリバー＆スウィフト』」は、ジョナサン・スウィ
フト像を比喩的に借りて、日本、インドネシア、ア
イルランドの各地域のプロダクションで創作さ
れるシリーズ公演。皮切りとなる東京公演で
は、「ガリバー＆スウィフト̶作家ジョナサン・
スウィフトの猫・料理法 ̶ 」のタイトルで上演
された。美術にヤノベケンジ氏を招き、壮大
な舞台美術とオブジェ、インドネシア、アイルラ
ンドから参加したダンサーや音楽家を迎え入
れた多様な表現とエネルギーが取り込まれた
「パパ・タラフマラ流」幻惑世界を生み出した。
このあとのインドネシア（ 年）、アイルランド（
年）での、共同制作がどのようなものになるの
か期待したい。

年から開始したフィリピン国際交流プ
ログラムの最終年となる本年は、これまでのフ
ィリピンとの交流を踏まえて、 人の日本人劇
作／演出家が、フィリピンと沖縄というふたつ
の南の島々に焦点をあて、フィリピンを通じて
みる日本と、日本を通じてみるフィリピンの姿
を、「虎の杖」（作・演出：竹内一郎）、「雲を知
らない」（作・演出：坂手洋二）、「コレヒドール」
（作・演出：山元清多）の 作品で描いた。
同じく今年度で最終年を迎えた「ア・ペー

ジ・アウト・オブ・オーダー 」（芸術監督：
中馬芳子）は、日本と政治的、歴史的、経済的、
文化的な関係をもつ国々のアーティストとの
コラボレーション事業で、「ルーマニア」をテー
マに、東京とニューヨーク、ルーマニアで活動
を行なった。東京では、 週間のレジデンスを
行ない、森下スタジオで公演を行なった。また、
鎌倉を拠点に活動するアート ルート・カ
ルチャーと出会い、鎌倉でも作品を公開した
（『 』第 号参照）。
日中間の舞台芸術交流を促進するため

に、現代演劇と舞踊の分野でプロジェクトを
展開する「 世紀日中舞台芸術交流プロジ
ェクト」では、中国の若手演出家顧雷（グー・

レイ）が作・演出をした「十人の夜」を日本の
俳優を使い、森下スタジオにて公演した。グ
ー・レイは、本作品のために日本に カ月半
滞在、比較的恵まれた制作環境の中で事業
は進んだが、彼にとって初めての国際共同制
作は、中国とは事情の異なる日本の演劇事情
の中、俳優やスタッフたちと、互いの方法や違
いを理解しあうことから始まり、呼吸があうよ
うになるまでにたくさんの苦労があったようだ
（『 』第 号、森下スタジオレポー
ト参照）。舞踏は、田中泯の公演を継続して
実施、貴州の少数民族村で場踊りを行なった。
次年度は、「十人の夜」の中国公演および田
中泯の場踊りを継続する。
今年度から構成メンバーを変えて新たに再

開したダンスプロジェクト「室伏鴻、ベルナル
ド・モンテ、ボリス・シャルマッツ 」
は、 月にフランス・アンジェ国立振付家セン
ター（ ）でのディスカッションを皮切りに、

年 月にまず、シャルマッツ（レンヌ国立
振付センター芸術監督）が来日し、別府現代
芸術フェスティバル 混浴温泉世界に参
加。往年の温泉街の雰囲気を残す街中や、
地獄絵のような赤色や目も覚めるようなエメ
ラルドグリーンの温泉や海辺の砂湯などの興
味深いロケーションでの即興パフォーマンス
と撮影を行ない、 日にはマイケル・リンによ
る花の作品が壁面に描かれた別府国際観光
港・関西汽船乗り場で、ワーク・イン・プログレ
ス公演「磁場、あるいは宇宙的郷愁」が上演
された。 日には遅れて来日したモンテ（トゥ
ール国立振付センター芸術監督）が加わり、
慶應義塾大学アート・センター主催により上
映会、レクチャー、公演が実施された。希有
な才能と共通する「エッジ」をもつ 人の舞踏
手たちは、まさに一期一会の「磁場」を作り出
した。





［舞踊／京都］

■継続助成対象期間
年度から 年度まで

■ 年度の助成内容
年度： 年 月 日－ 年 月 日
金額： 円

■ 年度のおもな国際交流活動
年 月 日－ 日：第 回日米振付家交換レ

ジデンシープロジェクト、京都、沖縄（京都芸術セン
ター、沖縄県立博物館・美術館）

■

■

■

2008 年度より現代演劇・舞踊助成̶国際プロジェクト支援
助成対象 件／助成総額 円

ｴ

主宰：佐東範一（プロデューサー）

参加アーティスト：エイミー・オニール、きたまり、鈴木ユキオ、
カイル・エイブラハム（左から）

ﾕ

「第 回日米振付家交換レジデンシープロジェクト」沖縄、 年 月
ﾒ ﾓ



パパ・タラフマラ［パフォーマンス／東京］

■継続助成対象期間
年度から 年度まで

■ 年度の助成内容
年度： 年 月 日－ 年 月 日
金額： 円　スタジオ提供： 日間

■ 年度のおもな国際交流活動
年 月 日－ 日：パフォーミング・アーツ・リン

クス 「ガリバー＆スウィフト」、東京（東京
グローブ座）

■

■

■

2008 年度より

主宰：小池博史（演出家）
制作：山本麻紗子

撮影：

「パフォーミング・アーツ・リンクス 『ガリバー＆スウィフト』」東京、 年
月



［演劇・舞踊／東京］

■継続助成対象期間
年度から 年度まで

■ 年度の助成内容
年度： 年 月 日－ 年 月 日
金額： 円　スタジオ提供： 日間

■ 年度のおもな国際交流活動
年 月 日－ 日： 世紀日中舞台芸術交流

プロジェクト、演劇「十人の夜」：東京／舞踏：北京、
貴州省（演劇：森下スタジオ／舞踏「田中泯 中国を
踊る」：貴州省民族自治州）

■

■

■

2007 年度より

主宰：菊池領子（プロデューサー）

田中泯　撮影：石原志保

顧雷　撮影：王珊珊（ワン・シャンシャン）

「 世紀日中舞台芸術交流プロジェクト：演劇」森下スタジオ、 年 月　撮影：
ﾒ ﾓ

「 世紀日中舞台芸術交流プロジェクト：舞踏」貴州省、 年 月　撮影：
ﾒ ﾓ



［舞踊／東京］

■継続助成対象期間
年度から 年度まで

■ 年度の助成内容
年度： 年 月 日－ 年 月 日
金額： 円

■ 年度のおもな国際交流活動
年 月 日－ 年 月 日：室伏鴻、ベ

ルナルド・モンテ、ボリス・シャルマッツ 、
アンジェ、ウィーン、大分、神奈川、東京（アンジェ
国立振付家センター、 、別府
現代芸術フェスティバル 混浴温泉世界、慶
應義塾大学日吉校舎、東京日仏学院）

■

■

■

2007 年度より

主宰：室伏鴻（振付家・ダンサー）
制作：花光潤子

撮影：松尾一郎

「室伏鴻、ベルナルド・モンテ、ボリス・シャルマッツ 」神奈川、 年 月　撮影：高山さやか
ﾒ ﾓ



■継続助成対象期間
年度から 年度まで

■ 年度の助成内容
年度： 年 月 日－ 年 月 日
金額： 円
スタジオ提供（ 年 月から 年 月までの
期間）： 日間

■ 年度のおもな国際交流活動
年 月 日－ 月 日：フィリピン国際交流プ

ログラム「サザン・アイランズ」、東京（シアターイワト）

■

■

■

2006 年度より

燐光群［演劇／東京］

主宰：坂手洋二（劇作家・演出家）
制作：古元道広

撮影：古元道広

「フィリピン国際交流プログラム『サザン・アイランズ』」東京、 年 月　撮影：古元道広
ﾒ ﾓ



中馬芳子／スクール・オブ・ハードノックス／ビーグル・インク株式会社［パフォーマンス／東京］

■継続助成対象期間
年度から 年度まで

■ 年度の助成内容
年度： 年 月 日－ 年 月 日
金額： 円　スタジオ提供： 日間

■ 年度のおもな国際交流活動
年 月 日－ 年 月 日：ア・ページ・

アウト・オブ・オーダー 、ニューヨーク、シビウ、
ブカレスト、神奈川、東京、アンマン（ジャパンソサ
エティー、シビウ国際演劇祭、 、
森下スタジオ、アル・バラット劇場ほか）

■

■

■

2006 年度より

撮影：

「ア・ページ・アウト・オブ・オーダー 」神奈川、 年 月　撮影：

芸術監督：中馬芳子（振付家・パフォーマー）
制作：上田茂


